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編　集　後　記

循環器疾患，糖尿病，がん等のいわゆる生活習慣病は，生活習慣の改善によって発症や進行が予防できるという認識
が国民の間で醸成されることを目指して，1996年に公衆衛生審議会が「食習慣，運動習慣，休養，喫煙，飲酒等の生活習
慣が，その発症・進行に関与する疾患群」と定義し，その概念が広まって今日に至る．これらの生活習慣の中でも特に
食習慣は乳幼児期から生涯にわたって形成されていくものであり，生活習慣病予防という観点からも成人期以降だけの
問題ではなく全てのライフステージを通じた取り組みが重要である．私自身は生活習慣病対策を専門としているため食
習慣と生活習慣病との関連に特に関心が強いが，一方で「栄養・食生活は，生命を維持し，子どもたちが健やかに成長し，
また人々が健康で幸福な生活を送るために欠くことのできない営みであり，多くの生活習慣病の予防のほか，生活の質
の向上及び社会機能の維持・向上の観点から重要である．」（健康日本21（第二次）の推進に関する参考資料より）とさ
れるように非常に多面的な特徴がある．
本号の特集では栄養・食生活に焦点を当て，「我が国におけるライフコースを見据えた栄養の課題と解決にむけた方向

性」を様々な視点から概説した．全ての人びとにとって最も身近な生活習慣の一つである食習慣が各ライフステージに
おいて健康に与える影響を考え，改善策を検討していくために活用していただければ幸いである．
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